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シーズについて

■ シーズの説明

本研究室は、酪農家自身で簡便かつ定量的に乳房炎検査ができ、乳房炎の早期
発見につながる小型電気化学センサを開発しています。この研究シーズを紹介
するとともに、新たなビジネスの創出を目指します。

■ 想定する活用例、市場
ウシ乳房炎の日本の経済損失は年間800億円、米国では20億ドルと試算されて
います(日本乳房炎研究会、 2012)。効果的な乳房炎対策を実施するには、酪農
家自身が日常的に簡易かつ迅速に乳房炎検査機器の開発が必要です。

■ 関連特許など

「生乳内体細胞評価方法および生乳内体細胞評価システム」 (特願2021-032215)

■ マッチングを求める相手

【共同開発】
・量産を目的とした設計・
微細加工で協力していた
だける部品加工メーカー。

・搾乳装置への組み込みを
していただける装置メー
カーなど。
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